
　

徳
川
家
康
が
、
死
後
に
日
光
東
照
宮

に
祀
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る

が
、
生
前
に
下
野
、
特
に
宇
都
宮
を
訪
れ

て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

今
回
は
謎
に
包
ま
れ
た
徳
川
家
康
の
宇

都
宮
滞
在
に
つい
て
紹
介
し
た
い
。

　

最
初
の
滞
在
は
、天
正
18（
1
5
9
0
）

年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
7
月
5
日
に
北
条

氏
を
降
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、
20
日
に
江
戸

に
入
り
、宇
都
宮（
同
26
日
～
8
月
4
日
）

を
経
由
し
て
会
津（
8
月
9
日
～
12
日
）

に
下
向
し
、
関
東
・
東
北
の
諸
将
を
配
下

に
収
め
る
と
と
も
に
、
刀
狩
や
検
地
な
ど

の
諸
政
策
を
実
施
し
た
（
宇
都
宮
仕
置
・

会
津
仕
置
）。
直
前
に
関
東
へ
の
国
替
え

を
命
じ
ら
れ
た
家
康
は
、
仕
置
へ
の
帯
同

は
免
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
家
康

の
行
動
は
、
い
く
つ
か
の
資
料
か
ら
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
7
月

28
日
付
の
家
康
宛
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
直

書
で
は
、
秀
吉
が
宇
都
宮
の
様
子
を
家
康

に
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で

家
康
が
宇
都
宮
に
来
て
い
な
い
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
翌
29
日
に
今
度
は
家
康
か
ら

秀
吉
の
命
令
に
対
す
る
請
文
が
提
出
さ
れ

て
、
こ
れ
に
は
、
秀
吉
直
書
へ
の
御
礼
と

秀
吉
の
指
示
を
承
諾
し
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
直
書
で
は
こ
の
指
示
の
件
に
つ
い

て
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
秀
吉
直
書
と
請

文
の
間
の
29
日
に
秀
吉
と
対
面
し
、
請
文

に
あ
る
指
示
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
以
外
に
も
家
康
が
宇
都
宮
で
秀
吉

と
対
面
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
書
状

が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
家
康
の
江
戸
帰

還
の
日
は
、
8
月
1
日
の
家
康
の
江
戸

入
り
が
「
八
朔
の
江
戸
御
打
ち
入
り
」

と
し
て
後
世
ま
で
記
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
家
康
は
7
月
29
日
に
宇
都
宮
で

秀
吉
と
対
面
し
、
8
月
1
日
ま
で
に
江

戸
城
に
戻
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
請
文
の

内
容
か
ら
29
日
の
対
面
で
は
、
家
康
は
秀

吉
か
ら
関
東
支
配
に
対
す
る
指
示
を
受

け
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

二
度
目
の
滞
在
は
、天
正
19（
1
5
9
1
）

年
で
あ
る
。
天
正
18
年
8
月
以
降
、
豊
臣

秀
吉
に
よ
る
仕
置
の
不
満
か
ら
奥
羽
各
地
で

一
揆
が
頻
発
す
る
。
秀
吉
は
翌
19
年
4
月

に
一
揆
討
伐
を
決
定
し
、
6
月
に
奥
州
奥

郡
仕
置
の
た
め
諸
将
に
出
陣
を
命
じ
、
豊

臣
秀
次
を
大
将
と
し
た
鎮
圧
軍
の
副
将

と
し
て
家
康
を
任
じ
た
。
家
康
は
秀
次

と
と
も
に
、
一
揆
鎮
圧
後
の
知
行
割
等
を

お
こ
な
っ
て
い
る
（
奥
羽
再
仕
置
）。
こ
の

時
の
家
康
は
、
ま
ず
、
7
月
19
日
に
江

戸
を
出
発
し
、
岩
槻
に
向
か
っ
た
と
さ
れ

る
。
そ
の
後
、
27
日
に
白
河
に
到
着
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
7
月
27
日
に
白
河

に
到
着
し
た
と
す
る
と
、
通
常
の
行
程
で

あ
れ
ば
25
日
頃
に
宇
都
宮
を
出
発
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
帰
路
に
つ
い
て

は
、
10
月
16
日
に
は
本
宮
か
二
本
松
辺
り

ま
で
戻
って
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

27
日
に
古
河
ま
で
戻
って
い
る
。
27
日
に
古

河
に
到
着
す
る
以
前
の
数
日
間
は
下
野
国

内
に
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
通
常

の
行
程
で
は
、
25
日
に
大
田
原
、
26
日
に

は
宇
都
宮
に
滞
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　

最
後
の
滞
在
は
、
慶
長
5（
1
6
0
0
）

年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
直
前
で
あ
る
。こ
の
年
、

家
康
は
、
五
大
老
の
一
人
上
杉
景
勝
が
領

国
会
津
の
領
内
諸
城
の
補
修
や
新
城
建
築

を
命
じ
て
い
た
こ
と
を
謀
反
の
意
思
あ
り

と
し
、
会
津
征
伐
を
諸
大
名
に
号
令
し

た
。
家
康
は
7
月
21
日
に
会
津
へ
向
け

て
江
戸
を
出
発
し
て
、
24
日
に
小
山
に
至
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
徳
川
家

康
の
書
状
に
よ
り
、
28
日
に
小
山
に
在
陣

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、

上
杉
攻
め
の
指
揮
を
次
男
秀
康
に
任
せ
、

8
月
5
日
に
江
戸
城
に
帰
城
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
28
日
の
小
山
在
陣
以
外
、
家
康

の
動
向
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
一
次
資
料
は
確

認
で
き
な
い
。
関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
家
康

が
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
の
社
殿
を
新
造
す

る
な
ど
、
同
社
を
手
厚
く
保
護
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
家
康
が
こ
の
と
き
戦
勝
祈
願

の
た
め
に
同
社
を
訪
れ
た
と
し
て
も
不
自

然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

うつのみや
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●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20218月〜    9月 葉月─長月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

謎に包まれた徳川家康の宇都宮滞在
栃木県立博物館 学芸員  飯塚  真史

徳川家康像（栃木県立博物館蔵）


